
2019年度助成報告

本年は，すでに研究助成 (S)(A)(B)(C)，前期国際交流助成を実施すると共に，2019 年 5 月 20 日に 2019

年度助成金贈呈式を開催した。

研究助成 (Ｓ) 2 件 59,700 千円

研究助成 (Ａ) 36 件 93,709 千円

研究助成 (Ｂ) 2 件 11,324 千円

研究助成 (Ｃ) 13 件 10,101 千円

国際交流助成 (前期) 6 件 3,287 千円

合計 178,121 千円

この結果，財団設立以来の助成･顕彰件数は，研究助成 784 件[内 (研究助成 (S)：9 件]，国際交流助成

352 件，国際会議開催助成 127 件，立石賞 13 件，合計 1,285 件数。助成･顕彰金総額は，23 億 8347 万円と

なった。

なお，後期国際交流助成と国際会議開催助成は，2019 年 10 月に実施する。

● 2019 年度助成の応募状況

(1) 研究助成 (A)(B)(C)

(2) 国際交流助成 (国際会議発表，短期在外研究) (2018 年度後期〜2019 年度前期)
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立石科学技術振興財団
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①年令別 ②地域別



2019年度 助成金贈呈式

日時：2019 年 5 月 20 日 (月)

場所：グランドプリンスホテル京都

2019 年度助成金贈呈式は，ご来賓の文部科学省大臣官房審議官 増子 宏様，京都府副知事 山下 晃正様，

オムロン株式会社 代表取締役 CTO 宮田 喜一郎様，2019 年度研究助成金受領者，財団関係者を含む約 130

名の出席のもとに開催しました。

立石義雄理事長より研究助成受領者 53名の代表に対して助成金目録の贈呈を行ないました。

式典の後半には，2015 年から開始した研究助成 (S) 受領者 (2015 年度，2016 年度) 4名の方々の成果報

告発表を実施しました。(研究助成 (S) は研究期間 3 年)

続いて開催した懇親交流会では，助成金受領者の研究課題についてポスターを用いた説明を実施していた

だき，財団関係者・技術者等と活発な質疑が行われました。

※研究助成課題は 58〜65ページに掲載
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Tateisi Science and Technology Foundation

立石理事長挨拶 目録贈呈 (研究助成 (S)菅野重樹様)

阿草清滋選考委員長挨拶 来賓挨拶 (オムロン(株) 宮田喜一郎様)

研究助成 (S) 成果発表 (神田崇行様) 研究助成 (S) 成果発表 (高橋宏知様)

研究助成受領者の課題説明の様子 研究助成受領者の課題説明の様子


	活動報告_Part3
	活動報告_Part4

